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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
と
と
も
に
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
か
ら
開
催
さ
れ

ま
し
た
ソ
チ
冬
季
五
輪
で
日
本
中
を
熱
狂
さ
せ
て
く
れ
た
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
の
鈴
木
芙
由
子
選
手
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
の

湊
祐
介
選
手
や
、
史
上
最
年
長
で
の
関
脇
昇
進
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
豪
風
関
な
ど
地
元
出
身
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
活

躍
、
７
月
の
阿
仁
熊
牧
場
く
ま
く
ま
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
や
10
月
の
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４

な
ど
、
国
内
外
に
北
秋
田
市
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き

た
１
年
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
市
政
施
行
10
周
年
と
し
て
の
誕
生
記
念
式
典

を
挙
行
し
、
市
民
待
望
の
市
民
歌
を
お
披
露
目
す
る
こ
と
が

で
き
、
北
秋
田
市
誕
生
時
の
熱
い
想
い
の
も
と
、
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に
市
民
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
に
ぎ
わ

い
復
活
の
核
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
（
仮
称
）
生
涯

学
習
交
流
施
設
や
鷹
ノ
巣
駅
前
の
ア
ー
ケ
ー
ド
更
新
、
宮
前

町
市
営
住
宅
の
建
設
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
合
川
東
・
北
両
小
学
校
と
先
行
統
合
を

し
て
い
た
合
川
小
学
校
の
統
合
に
よ
る
新
生
合
川
小
学
校
が
、

新
校
舎
と
合
川
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
の
完
成
と
と
も
に
誕
生
い

た
し
ま
す
。
阿
仁
部
の
給
食
全
て
を
賄
う
こ
と
が
で
き
、
見

学
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
食
育
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

阿
仁
部
統
合
給
食
セ
ン
タ
ー
も
あ
わ
せ
て
完
成
と
な
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
教
育
体
制
が
整
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
他
、
３
年
目
に
入
る
森
吉
山
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
冬
の
風
物
詩
で
あ
り
ま
す
森
吉
山
の
樹
氷
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
悪
天
候
に
よ
る
ゴ
ン
ド
ラ
運
休
の
場
合
で
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
ビ
ン
付
き
雪
上
車
に
よ
る
ピ
ス

テ
ン
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
、
山
頂
駅
舎
周
辺
に
整
備
す
る
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
山
麓
駅
舎
の
改
修
に
着
手
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
更
新
と
い

う
大
型
事
業
も
始
ま
る
ほ
か
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
伊

勢
堂
岱
遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設
工
事
や
日
沿
道
の

建
設
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
こ
の
地
域
に
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
す
た
め
の
下
地
が
整
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、「
北
秋
田
市
総
合
計
画
」
の
最
終
年
度
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
分
析
し
、
今
後
の
目
指
す
べ
き

市
の
将
来
像
を
描
く
た
め
の
大
事
な
１
年
と
な
り
ま
す
。
迫

り
く
る
超
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
そ
し
て
当
市
の
持
つ
様
々
な
資
源
（
宝
物
）
を
最
大
限

に
活
用
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
も
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
幸
多
い
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。   

今
年
は
未
年

１
月
１
日　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
／
元
旦
倉
ノ
山
登
山

　
　
２
日　
大
太
鼓
叩
き
初
め

　
　
10
日　
森
吉
山
樹
氷
観
賞（
〜
３
月
８
日
）

　
　
25
日　
市
民
ス
キ
ー
大
会

　
　
30
日　
第
１
回
秋
田
県
ど
ぶ
ろ
く
研
究
交
流
大
会（
〜
31
日
）

２
月
14
日　
も
ち
っ
こ
市（
〜
15
日
）

　
　
21
日　
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト
in
あ
に

３
月
21
日　
万
灯
火

４
月
25
日　
熊
牧
場
オ
ー
プ
ン（
〜
11
月
上
旬
）／
阿
仁

ス
キ
ー
場
春
ス
キ
ー
営
業（
〜
５
月
６
日
）

　
　
下
旬　
鷹
巣
中
央
公
園
桜
ま
つ
り（
〜
５
月
上
旬
）

５
月
３
日　
森
吉
山
山
開
き

６
月
１
日　
竜
ケ
森
山
開
き
／
太
平
湖
湖
水
開
き

　
　
上
旬　
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
／
阿
仁

ス
キ
ー
場
ゴ
ン
ド
ラ
運
行（
〜
10
月
下
旬
）

７
月
上
旬　
米
代
川
花
火
大
会

　
　
14
日　
八
幡
宮
綴
子
神
社
例
大
祭（
〜
15
日
）

８
月
７
日　
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り

　
　
14
日　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
ま
と
火
／
根
子
番
楽

　
　
15
日　
成
人
式
／
市
民
盆
踊
り
大
会

　
　
16
日　
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し

　
　
下
旬　
民
俗
芸
能
大
会 

９
月
上
旬　
縄
文
ま
つ
り

　
　
中
旬　
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り
／
空
港
ス
カ
イ

フ
ェ
ス
タ

　
　
下
旬　

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

10
月
下
旬　
産
業
祭

11
月
上
旬　
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
／
文
化
祭

12
月
中
旬　
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
〜
２
月
上
旬
）

平
成
27
年
の
主
な
行
事
予
定

ひ
つ
じ

北
秋
田
市
長

津
　
谷
　
永
　
光

未

平
成
二
十
七
年　

元
旦

羊
　
　
　
年
は
十
二
支
の
８
番
目
の

　
　
　
年
で
、
方
角
や
時
刻
を
表

す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
未
」
は
、
南
か
ら
西
へ
30
度
の

方
角
、「
未
の
刻
」
は
午
後
２
時
を

中
心
と
す
る
約
２
時
間
を
指
し
ま

す
。
後
に
、
庶
民
に
十
二
支
を
浸

透
さ
せ
る
た
め
、「
未
」
に
わ
か
り

や
す
い
動
物
の
「
羊
」
を
当
て
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理

由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
は
家
畜
化
さ
れ
た
最
古
の

　
　
　
動
物
と
さ
れ
、
８
千
年
以

上
も
前
か
ら
飼
育
さ
れ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
に
は
西
暦

５
９
９
年
、
朝
鮮
半
島
の
百
済
の

国
か
ら
２
頭
の
羊
が
贈
ら
れ
た
と

日
本
書
記
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
代
に
な
っ
て
政
府
は
、
消
費
者

が
増
加
し
た
羊
毛
の
国
内
自
給
を

図
る
た
め
飼
育
を
奨
励
し
、
多
い

と
き
に
は
全
国
で
１
０
０
万
頭
近

く
飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
北
海
道
な
ど
を
中
心
に
肉

用
と
し
て
１
万
６
０
０
０
頭
あ
ま

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
羊
か
ら
は
衣
・
食
・
住
に
関
す

る
様
々
な
も
の
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
羊
毛
は
衣
類
や
寝
具
に
、
油

脂
は
せ
っ
け
ん
や
化
粧
品
に
、
肉

は
様
々
な
料
理
に
、
皮
は
バ
ッ
グ

や
敷
物
に
、
腸
は
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
の
ガ
ッ
ト
に
、
乳
は
乳
製
品
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
で
は
羊
を
大
切
な
動
物
と

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
羊
と
い
う

文
字
が
使
わ
れ
る
漢
字
に
は
、

「
美
」「
養
」「
善
」「
鮮
」な
ど
、
お

め
で
た
い
も
の
や
食
べ
物
に
関
す

る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、「
美
」
と
い
う
文
字
は
、「
羊
」

と
「
大
」
を
組
み
合
わ
せ
た
文
字

で
、
形
の
大
き
な
羊
を
表
し
、

「
養
」
は
、
羊
肉
が
大
切
な
栄
養

食
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
羊
」
と

「
食
」
を
合
わ
せ
た
文
字
で
す
。

　
群
れ
を
な
す
羊
は
、
家
族
の
安

泰
を
意
味
し
、
い
つ
ま
で
も
平
和

に
暮
ら
す
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
未
年
に
あ
や
か
り
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
良
い
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

謹　

賀　

新　

年

▲大勢の来場者でにぎわうたかのす太鼓まつり ▲昨年オープンした熊牧場「くまくま園」のヒグマ舎


